■困つたとをは(サポートのご案内) 


ホームページで調べる 

サイバーシヨットおよび付属ソフトウエアの最新ヴポート情報(製品に関する 
■■ E 9 Q & A 、 パソコンとの接続ちまなど)はこちらのホ-ムぺ-ジから 
•■[1 http :// www . sony . co . jp / cyber - shot / support / 

サイパーシヨットオフィシャル WEB サイト 

nttp :// www . sony . co . jp / cyber - shot / 

サイバーシヨットの最新情報、撮影テクニック、アクセサ U —などに関する情報 
を掲載しています。英語の取扱説明書のダウン n — ドちできます。 

(ヒ nglish manual download service is available .) 

メモリースティック巧応表 
使巧可能な"方モ1」ースティック"を確認でさまず。 

http :// www . sony . co . jp / mstaiou / 


電話で問い合わせる （おかけ間違いにごミち意ください。） 

テクニカルインフ オメーシヨ ンセンター 

• ナビダイヤル . 因 0570 -00-00 目 6 

(全国どこからでも市内通話料でご利用いただけます。） 

• 携帯電話 • PHS でのご利用は. .0466-38-0253 

(ナビダイヤルび使用できない場をはこち!5をご利用ください。） 
受付時間：月〜金曜曰：午前9時〜午後8時 

±、曰曜曰、祝曰：午前9時〜午後己時 
お問い合わせの際は、本機をお手元にご用意ください。 



指定宅配便での修理品のお引取り、修理後の製品のお届けまでを一括して斤い 
ます。テクニカルインフオメーシヨンセンターへお電話いただくか、 WE 目サイ 
卜をご覧ください。 

http :// www . sony . co . jp / di - repair / 


■カスタマー登録のご案内 

カスタマー登録していただ < と、安む•便利な各種サポートび受けられます。 

サィショか 詳しくは、 同 捆のチラシ r カスタ マー登録の ご 案内」 もしくはご 登録 WE 臣サイト 

た曾 を ご覧く ださい。 

且錄 http :// www . sony . co . jp / di - regi / 

登録 後は登録者専巧お問い合わせ 窓 □をご利巧いただけます。 

詳しくは 下記の URL をご覧ください。 
http :// www . sony . co . jp / cyber - shot / contact / 


ソニー株式会社 干 108-0075 東京都港区港南 1-7-1 http :// www . sony . co . jp / 


この説日月書は、古紙70%しソ上の再生紙と、 V 0 C (揮発 
etOf 。 性有機化合物)ゼ□植物ミ由型インキを使巧しています。 

Printed in Japan 
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A ' 散 A | 電気製品はを全のためのを意事頂を守 5 ないと、 
ミロ I 火がや人身事故になることがありまず。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取 
0扱いかたをおしています。本書をよ<お読みのラえ、製品を巧全に 
お使いください。お読みになったあとは、いつでも見られるところに 
必ず保管して < ださい。 


◎ 2007 Sonv Corporation 
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お使いになる前に必ずお読みください 


内蔵メモリーおよび"メモリースティッ 
クデュオ"のバックアップについて 

アクセスランプ点な中に電源を切ったり、バッテ 
リーや"メモ u — スティックデュオ'を取り出したり 
すると、内蔵メモ U — のデータや"メモ|」ースティッ 
クデュオ"のデータが壊れることびあ0ます。デー 
夕な護のため必ず y V "ックアップをお取りください。 

I 録画•再生に際してのごま意 

• 必ず事前にためし撮りをして、正常に記録されて 
いることを確認してください。 

• 本機は防じん、防滴、防水仕様ではありません。 r 使 
巧上のごを意」もご覧ください (33 ぺージ)。 

• 本機をめらさなレでくださレ。水滴び内部に入り 
込むと、故障の原因になるだけでなく、修理でをな 
<なることちあります。 

• 曰光および強い光に向けて本機を使巧しないでく 
ださい。故障の原因にな0ます。 

• 強力な電波を出ずところや放射線のある場所で使 
わないで < ださい。正し < 撮影•再生びでさないこ 
とびあります。 

• 砂やほこりの舞っている場所でのご使用は故障の 
原因になりまず。 

• 結露び起きたときは、結露を取り除いてからお搜 
し、ください (33 ぺージ)。 

• 本機に振動や衝撃を与えなレでくださレ。誤作動 
したり、画像び記録できな<なるだけでなく、記録 
メディアび使えな < なった D 、撮影済みの画像 
データび壊れることびあります。 

• フラッシュの表面のミちれは取り除いてください。 

葬光による熱でフラッシュ表面の巧れび変色した 
り、貼り付いたりすると、充分に発光で舌ない場合 
びお D まず。 

液晶画面についてのごま意 

液晶画面は有効画素日日.99%凹上の非常に精密度の 
高い技術で作られていますび、黒い点び現れたり、白 
やホ、青、攝の点び消えないことびあります。これは 
故障ではありません。これ6の点は記録されません。 


I 画像の互換性について 

• 本機は、（社)電子情報技術産業協会 ( JEITA ) にて制 
をされた続一規格 " Design rule for Camera File 
system ' ( DCF ) に対応しています。 

. 本機で撮影した画儘の他機での再生、他機で撮影/ 
修正した画儘の本機での再生は保証いたしません。 

I 著作権について 

あなたびカメラで撮影したちのは、個人として楽し 
むほかは、普作権法上、権利ちに無挪で使用できませ 
ん。なお、実演や興業、展示物などの中には、個人と 
して楽しむなどの目的びあってち、}最影を制限して 
いる場合びあ0ますのでごま意 < ださい。 


電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協 
議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装 
置です。この装置は、家庭環境で使用ずることを 
目的としていまずび、この装置びラジオやテレビ 
ジョンを信機に近接して使用されると、受信障害 
を引き起こずことびありまず。取扱説日月書に従つ 
て正しい取り扱いをしてください。 


I 撮影内容の補償はできません 

万一、カメラや記録メディアなどの不具合により撮 
影や再生びされなかった摇合、画儘や音声などの記 
録内容の補償については、ご容赦ください。 

I 機器認定について 

本製品は、電波法に基づくル電カデータ通信システ 
ムの無線局の無線設備として、工事設計認証を受け 
ています。従って、本製品を使用ずるときに無線局の 
免許は必要あ D ません。 

ただし、け下の事項を行うとま律に罰せられること 
びあ D ます。 

• 本製品を分解/改造ずること 
• 本製品に貼ってある証明ラベル釘まびすこと 
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■周波数について 

本製品は 2.4 GHz 帯で使用で舌ますび、他の無線機 
器ち同じ周波数を懊っていることびあ0ます。他の 
無線機器との電波干渉を防止するため、下記事巧に 
注意してご使用 < ださい。 


この機器のネットワークモードでの 
使用時のミち意事項 

本製品の使巧周波数は 2.4GHz 帯です。この同 
波数帯では電子レンジ等の産業 • 科学 • 医療用概 
器のほか、他の同植無撼局、工場の製造ライン等 
で使巧される免許を要ずる移動体識別巧構内無 
線局、免許を要しない特定の小電力無撒局、アマ 
チュア無線局(免許を要する巧撼局)等 a 以下 r 化 
の無線局」と略す)び運用されていまず。 

1 . 本製品を使巧する前に、近<で「他の無線局」び 
崖巧されていないことを確認してください。 

2 . 万一、本製品と r 他の無線局」に対して有害な電 
波干渉の事例び発生した摇合には、速やかに使 
巧場所を変えるか、電波の発射を停止して < だ 
さぃ。 

3 . その他、この機器から r 他の無線局」に対して有 
害な電波干渉の実例び発生した場合など何かお 
困りのことが起きたときは、テクニカルイン 

フオメーシ ヨン センターへお問い合わせ<ださ 
い。 

テクニカルインフオメーシヨンセンターについ 
ては、本取扱説明書の裏表紙をご覧ください。 

2 40S/OF2I この無腺機器は 2.4GHz 帯を使 
圓圓圓 I 巧します。変調方式として DSSS/ 
OFDM 変調ち式を採用し、ち干 
渉距離は 20 mlirF です。 


I ワイヤレス LAN 機能の使用地域につ 
し、て 


ワイヤレス LAN 機能は、日本国内でのみ使用でさま 
す。 
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lAwa まをのために 


34〜36ぺージも 
あわせてお読み < ださい。 


誤った使いかたをしたときに生じる感電や傷害 
など人へのを害、また火災などの財産への損害を 

未然に防止するため、なのことを必ずお守りくだ 
さい。 



r を全のために」のミ主意事項を守る 


定期的に点検ずる 


1年に1度は、電源コードに傷びないか、電源プラグ部 
とコンセントの間にほこりびたまっていないか、故障 
したまま使用していないか、などを点検してください。 


故障した5使わない 


カメラやバッテリーチヤージャーなどの動作がお 
かしくなったり、破損していることに気びついたら、 
すぐにテクこカルインフオメーシヨンセンターへ 
ご相談< ださい。 


警告表示の意味 

この取扱説明書や製品では、次のよ 
ラな表示をしています。 


齡危肉 

この表示のある事項を巧5ないと、 
極めて危険な状況び超こり、その結 
果大けびや死 t にいたるち害が発 
生します。 


A 警告 

この表示のある事項を守日ないと、 
思わめ危険な状況び超こり、その結 
果大けびや死 t にいたるち害が発 
生することびあります。 


[A 注思 I 

この表ちのある事項を守らないと、 
思わぬを険な状況び起こり、 

けびや財産に損害をちえることがあ 
ります。 


万一、異常び起きた5 


野よ音•におし、がした5 〇电源を切3 

煙が出た目 > ® 電地をはずず 

- 0テクニカルインフオ 

メー シヨンセンター 
に連絡ずる 


裏表紙に テクニカルインフオメーシヨンセンター 

の 連絡先があります。 


画^ il 万一、電池の液漏れび起きた5 


ミち意を促ず記号 



A 

乂災 

感電 

行為を禁止ずる記号 


0 


禁止 

巧解禁止 



めれ手禁止 


巧為を指おする記号 



〇すぐに火気か 6 遠ざけてください。漏れた液や 
気体に引义して発乂、破裂のおそれびあります。 
e 液び目に入った場合は、こす5ず、ずぐにか道水 
などされいな水で充分に洗ったあと、医師の治 
療を受けて < ださい。 

0液を口に入れたり、なめた場ちは、ずぐに水道水 
で口を洗ミきし、医師に相談してください。 

〇液び身体や巧服についたとさは、水でよく洗い 
流してください。 


C 〇 

コラグをコン 指71^ 

セントから巧く 

電池について 

安をのたゆにの文中の「電池」とは、 
r バッテリーパック」も含みます。 
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準備ずる 


付属品の確認をしてください 


万一、不足の場合はお買い上げ店にご相談ください。 


• サイ バーシヨ ツトス テーシヨ ン （1) 



•ACァダプターAC丄S 5(1) 



• リチャージャブルバッテリーパック NP- 
FR 1 (1)/ 

バツテ U —ケース （1) 



•USB ケープル （1) 





• A/V ケーブル （1) 

づ I 口 p JBl 〜、、 

«=CBio°p miL I 

づ0 …* ク 0 


• U ストストラップ (1) 



• CD-ROM (1) (サイバーショットアプ U 

ケーシヨンソフトウェア/サイバーシヨツ 
卜 A ンドブック） 

•取扱説明書(本書） （1) 

•保証書 （1) 
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準備 1 :バッテリーを入れる 


〇 


0 バッテト麵 



〇 バッテ U -/" メモ U - スティックデュオ"カバーを開ける。 
〇 バッテ U - を入れる。 

0 バツテ U -/" メモ U - スティックデュオ"カバーを閉じる。 


I バッテ U - を取り出ずときは 

バッテ U -/" メモ U - スティックデュオ"カバーを開いて取0出す。 

アクセスランプ 
取りはずしつまみを ずらす。 

•バッテ U -び落下しないようにご注意ください。 

• アクセスランプ点灯中は取りはずさないでください。データび壊れることびあ0ます。 













r メモリースティックデュオ"（別売)に記録ずるときは 

本機は内蔵メモ U - に撮影画像を記録しますび、"メモリースティックデュオ"側売) 
に記録することもでをます。 

アクセスランプ 


端子面をイラストのように向け、 

カチッといラまで押し込む 

取り出すとさは、"メモ U —スティックデュオ"を押して取り出します。 

• アクセスランフ点好中は取りはずさないでください。データび壊れることびあります。 

• "メモ1」ースティックデュオ"を入れていてち、ホーム画面で[記録優先ディア]び[内蔵メモ1」一]に 
なっている場合は、内蔵メモ U —に記録されますに0ページ)。 
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準備 2 :バッテリーを巧電する/本機を設置する 



〇 AC アダプター (付属) のケー ブルをサイ パーシヨ ッ トス テーシヨン (付属) 
の DC IN 端子に つなぐ。 

〇 電源コードを AC アダプターと壁のコンセントにつなぐ。 

0 本機をサイ バーシヨッ トス テーシヨ ンに取り付ける。 

CHG ランプび点打して、充電を開始します。 

CHG ランプび;'肖なすると、充電終了です(満充電)。 


I 充電時間 


1 パッテリ-1 

I 満巧電 I 

[ NP - FR 1 I 

約240分I 


-バッテ U- 咐属）を使い切ってから、温度25での環境下で充電したときの時間です。使用状況や環境 
によっては、長くかかります。 

-使用可能時間については、29ページをご覧ください。 

-充電び完了して CHG ランプび消えてを電源からは遮断されません。使用中、不具合が生じたときはす 
ぐにコンセントか5プラグを振き、電源を遮断してください。 

• AC アダプターを壁との隙間などの狭い場所に設置して使用しないでください。 

• 長時間使用しない場合は、 AC アダプターをサイバーシヨットステーシヨンの DC IN 端子と壁のコン 
セントから取りはずしてください。 
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I バッテリーの残量を確認ずるとさは 

レンズカバーを開けるか、 POWER ボタンを押して電源を入れ、液晶画面で確認する。 
残量時間び表示されていないときは、 DISP (画面表示切り換え)ボタンを押して画面表 
示を切り換えます。 



DISP (画面表示 
切り換え)ボタン 

残 量 表示 

口立]后0分 

残 量 時間 


• 正しい鶏量時間を表示するのに約1分かかります。 

• モードによっては、田立]だけの表おになります。 

• 使用状況や環境によっては、正しく表示されません。 

• お買い上げ懐、初めて電源を入れたときは、時計設定 
画面び表示されます （1 1ページ)。 
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準備 3 :電源を入れ、 B ま計ををわせる 



〇 POWER ボタンを巧ずか、レンズカパーを開ける。 

0 コント□ールボタンで時計を台わせる。 

1 - ①[エリア]を選び、中央を巧す。 

© 蒂望のエ U アを選び、中央を押す。 

2 - © [サマータイム]を選び、中央を巧す。 

© サマータイムの入/切を選び、中央を押す。 

3 - ①[日付表示順]を選び、中央を巧す。 

③蒂望の表示順を選び、中央を巧す。 

4 - ®日時、日付の各項目を選び、数値を設定して、中央を押す。 

@日時、日付のすべての項目を設定する。 

5 [実行^]を選び、中央を巧して決定する。 

• 本機で[サマータイム]を[入]にすると、時計び1時間進みます。日本国内で選ぶとさは、[切]を選びま 
す。 

I 時計合わせをやり直ずときは 

HOME ボタンを押して、巧感慰一[©時計設冠を選ぶに1ぺージ)。 

I 電源を入れたとさのご注意 

•バッテI」一使巧時に、電源を入れたまま約3分間動作しないと、バッテ U —の消耗を防ぐために自動で 
電源が切れます(オートパワーオフ機能)。 
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準備 4 :本機とパソコンを接続ずる 

付属 CD-ROM に収録されたアプ U ケーシヨンを使ラと、本機で撮影した画像をパソ 
コンで見ることびでさます。 

また、 r サイバーシヨット八ンドプック」では、本機の詳細な活用ち法を説明しています。 



USB ケーブル(付属)でパソコンとサイバーシヨットステーションを接続し、 
CONNECT ボタンを巧す。 


r サイバーシヨット八ンドブック」を見る 


■ Windows をお使いの場合 

1 パソコンの電源を入れ、 CD-ROM (付 
属)を、 CD-ROM ドライブに入れる。 
政下の画面び表示されます。 



1 Macintosh をお使いの場台 

1 パソコンの電源を入れ、 CD-ROM (付 
顧を、 CD-ROM ドライプに入れる。 

2 "Handbook" フオルダを開き、" jpii 

フオルダの中の "Handbook.pdf をコ 
ピーする。 

3 コピーび完了した5、 "Handbook, 
pdf' をダブルク U ックする。 


[ヴイノショット八ンドブック]ボ 
タンをク U ックすると、「サイバー 
ショット八ンドブック」をインスI-一 
ルする画面び表示されます。 

2 画面の指示に従って、「サイバーショッ 
卜八ンドブック」をインスI-ールする。 
3 インス!-ールび完了したら、デスクトッ 
プ上のショートカツトから起動する。 
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ソフトウエアをインス I ルずる 


「Album Edited •「Picture Motion Browsed 使用時の推奨環境 

Windows 2000 Professional ( SP 4 政降必須 )、 Windows XP Home Edition 、 
Windows XP Professional 

• 工場出荷時に上記いずれかの OS びインストールされている必要びあります。 

• fAlbum Editor」、[Picture Motion 臣 「 owser 」 は、 Macintosh には対応していません。 

• fAlbum Editor 」、 「円 cture Motion 目の wser 」 の動作環境について詳しくは、「サイバーショット A ン 
ドブック」をご覧ください。 

1 パソコンの電源を入れ、 CD-ROM (付 
属）を、 CD - ROM ドライブに入れる。 

政下の画面び表示されます。 



[インストール]ボタンをク U ツクする 
と、言語の選択画面び表示されます。 

2 画面の指示に従って、ソフトウェアを 
インストールする。 

3 インストールび完了したら、デスクトツ 
プ上のショートカツトから起動する。 
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撮驚ずる 



'OOPEN CAMERA ) レバ- 
- シャッ ターボタン 

-DISP (画面切り換え)ボタン 

コント□-ルボタン 

そ（フラッシュ）ポタン 

- ホ/み（マク □/ 拡大鏡） 

ボタン 

-の（セルフタイマー)ボタン 


〇 OPEN ( CAMERA ) レバーをひいて、レンズカバーを開く。 

「カチッ」と音びずるまで開く。 

0 闘/〇(動画/静止画)切り換えボタンでモードを選ぶ。 

巧すたびに、静止画モードと動画モードび切り換わる。 

〇 脇を締めて構え、構図をミ夫める。 



被写体を液晶画面 
中央部におさめる 


才 U ジナル画像とは別にかサイズのアルバム画像び本機の内蔵メモ U - に記録される。 

静止画のと定： 

1 シャッターボタンを半巧しして、ピントを合わせる。 

緑の ♦( AE / AF □ック表示)び点滅し、「ピピッ」という音びして点なずる。 

2 シャッターボタンを深く押し化む。 



71 " 

T 

AE/AF □ック表示 





動画のとを： 

シャッターボタンを深く巧し込む。 

録画を止めるには、もう一度シゎッターボタンを深く押し込む。 












































I 巧巧 ズームずる 

ズームボタンを押す。 

• レンズの倍率 (3 倍)を超えるとデジタルズーム 
になります。 

14 フラッシュ（静止画のフラッシュ 
モードを選ぶ） 

4 (フラッシュ）ボタンを押す。 

押すごとに、設定び変わる。 

が 加： フラッシュオート 

光量不足または逆光と判別したとを発光 
(お買い上げ時の設定)。 

4:フラッシュ強制発光 

おし：ス□—シンク□(強制発光） 

暗い場所ではシャッタースピードを遅く 
し、フラッシュび届かない背景ち明るく 
撮該。 

®: フラッシュ発光禁止 

I ホマク □撮影/拡大鏡モード撮影 
(被写体に近接して撮る） 

ホ/み（マク □/ 拡大鏡)ボタンを押す。 
押すごとに、設定び変わる。 

CRff : マク□切(お買い上げ時の設定） 

Cb ： マク□入 ( W 側：約8 cmULb 、 T 側：約 
25 cm L ツ上） 

ぶ A :拡大鏡入 ( W 側固定：約1〜20 cm ) 

I 公 セルフタイマーを使ラ 

公（セルフタイマー）ボタンを押す。 

押すごとに、設定び変わる。 

ささ FF : セルフタイマー解除 

010：セルフタイマーを10秒後に設定 

&2:セルフタイマーを2超)後に設定 

シャッターボタンを押すと、セルフタイ 
マーランプび点ミ威して r ピッピッピッ」 

と操作音び鳴 D 、 撮影び開始されます。 

セルフタイ7— 

ランプ 


I ; 引/帝 画像サイズを変える 

ミミ i :/ 葡徊像サイズ)ボタンを押し、コン 
卜□ールボタンで設定を選ぶ。 

画像サイズ^ニューを消すには、もラー 
度 sy :/ 苛を押す。 

静止画のとさ 


画像サイズ 

推奨 

口 M : 6 M 

A 4 サイズまでの印刷 

口:2 :3:2 

縦横比3:2での撮影 

口 M : 3 M 

2 L 判サイズまでの印刷 

dvi ■ 2 M 

L 判サイズまでの印刷 

口 GA : VGA 

E メールでのを付など 

品：16:9 

ノ V イビジョン TV での鑑賞 


動画のとを 


画像サイズ 

推奨 

おも:目 40 X 480 

テレビでの鑑賞 

临 0:320 X 240 

E メールでのを付など 


I 静止画の撮影可能枚数と動画の記録可 
能時間 

画像サイズを変えると静止画の撮影可 
能枚数と動画の記録可能時間び変わ0 
ます。 DISP (画面表示切り換え)ボタン 
を押すと表示されます。 

静止画のとを 

撮影可能枚数 

_ L 

历ぃ ’ w : 


動画のとさ 

最大記録可能時間 

_ J 

巧 ■[ 扣;01卸 


• 撮影可能枚数や記録可能時間は、撮影状況に 
よつて異なります (30 ページ)。 























再をずる/削除ずる 


POWER ポタン 


〇 田(再を)ボタン 
5引/雨(削齡ボタン 



因(インデックス）/ 

巧(再生ズーム)ボタン 

@(再生ズーム)ボタン 

〇 コント□—ルボタン 
BACK ボタン 


〇 因(再生)ボタンを巧す。 

レンズカバーび閉まった状態のとさは、 POWER ボタンを巧して電源を入れるだけ 
で再生モードになります。 

0 コント□ールボタンを左ちに動かして、画像を選ぶ。 

左に動かすと前の画像び、ちに動かすとなの画像び表示される。 

動画のとま：コント□ールボタンの中央を巧して再生する。（再生を中止するにはも 
ラー度押す） 

コント□ールボタンをちに巧し続けると早送り、左に巧し続けると巻さ 
戻しする。（通常再生に戻るにはもう一度中央を巧す） 

音量を調節するには、コント□ールボタンを上下に動かす。 


1;;«1=/瑜 削除ずる 

1 削除したい画面を表示中に、;引/前(削除)ボタンを押す。 

2 コント□-ルボタンで[オリジナル画像のみ削除]か[アルバムか b も削鮮かを選び、中 
央を巧す。 


巧 再生ズームけ広大して見るときは） 

静止画を再生中にボタンを押すとズームでをる。 Gi ボタンで戻る。 
ズーム位置変更：コント□ールボタンを上下左ちに動かす 
ズーム中止： BACK ボタンを押ず 
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■ H インデックスト覧表示)画面を使う 

因(インデックス)ボタンを巧すと、インデックス画面に切り換わる。 

D に P (画面表お切り換え）ボタンまたは0 ( インデックス）ボタンを押すたびに、画面び 
下記のよラに切り換わります。 



D に P (画面表示切り換え)ポタン 


JU 阻 


17一山【 



D に p 個面表お切り換え)ボタン / H (インデックス)ボタン 

コント□ールボタンで画像を選ぶ。 

コント□ールボタンの中央を押すと、シングル画面に戻る。 



I テレビで見る 

付属の A / V ケーブルでテレビと接続する。 
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機能を使いこなすーホーム / メニュー 


ホーム画面の操作方法 


ホーム画面とは、本機の機能の入り□になる基本の画面です。撮影モード/再生モード 
に関わらずアクセス巧能です。 



〇 HOME ボタンを巧し、ホーム画面を表示する。 


a I 


► ー カテゴリー 


〇 •化目 ム^^^^ 

巧 ns I 


ト ガイド 


〇 コント□-ルボタンをちちに動かし、カテゴ U - を選ぶ。 
@ コント□-ルボタンを上下に動かし、項目を選ぶ。 

〇 コント□-ルボタンの中央を巧して実行ずる。 
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nm (メディアツール)、 [ fi ] (設定)を還んだときは 


〇 


〇 


包 






〇 [ち](設定)の [ Y 下本体設定]を選んだときは、コント□-ルボタンを上下 
に動かし、設定したい項目を選ぶ。 

0 コント□-ルボタンをちに動かして、項目選択画面に移動し、コント□-ル 
ボタンを上下に動かして、項目を選び、中央を巧ず。 

6 コント□-ルボタンを上下に動かして、設定項目を還び、中央を巧して設定 
ずる。 
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潛操作方法は 18 ぺージ 


ホ ~ ム — 見 



HOME ボタンを押すと下記項目び表示されます。 

各頂目の詳細は、ガイドに表示されます。 


カテゴリー 

項目 


〇カメラ 

静止画 

動画 


ロビューヮー 

アルバム 

六モリースティック 
最後に撮った画儘 
最後に見た画债 
スライドシヨー 


のミュージック 

音楽プレーヤー 


|1コ S ュニケーシヨ 
ン 

コラボシヨット 
ピクチャーギフト 


呈ツールボックス 

印刷 

画儘公開 


面メディアツール 

全般 

メディア使用量表示 
記録優先;< ディア 

ファイルナンバー 
アルバムチェック 


;><モリースティック 
フオー マット 
記録フォルダ蜜更 

記録フォルダ作成 


内蔵メモリー 

画像読み込み 
フル フォー マット 

フオー マット 
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膺操作方法は 18 ページ 


カテゴリー 

項目 


ち設定 

本体設定 

3!r.=/Vrin 
白於 

操作音 
画面設定 
言語 

機能ガイド 
一般設定 

設定リセット 
ビデオ信号出力 

AVLS 

ホーム デヴィン 

LCD 明るさ 

USB 接続 


時計設定 

時計設定 



カメラ設定 

画儘サイズ[静止画] 

A 巧ード 
ホ目軽減 
手ブレ補正 

画像サイズ[動画] 

デジタル ズーム 

AF イルミ ネーター 
縦横判別 


S ユージック 設定 

U ピート 
に D 自動オフ 

MEGA BASS 


ネットワーク設定 

アクセスポイント ネットワーク省電 

ニック ネーム 画像交換暗証 キー 











メニュー画面の操作方法 

メこュー画面では、撮影 • 再生時に使ラ機能を選びます。 



〇 MENU ボタンを巧し、メニューを表示する。 

• モードの違いにより使用できる項目び異なります。 



機能 ガイド 

[機能ガイド]を[切]にすると、ガイド表示をミ肖すことびでを 
ますに1ぺージ)。 


0 コント□-ルボタンを上下に動かし、設定するメニュー項目を選ぶ。 
〇 コント□ールボタンを左ちに動かし、設定を選ぶ。 

• 設定する設定びかくれている場合は、表おされるまで左ちに動かす。 

• 再生モードのときは、設定選択後、中央を巧す。 

〇 MENU ボタンを巧し、メニュー表示を消す。 
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メニューー覧 

カメラ設定や、撮影モード • 再生モードの違いにより使用できる項目び異なります。本 
機の画面には、使用でをる項目のみ表示されます。 

撮影時に使ラメニュー 

カメラ 

静止画の力分ラモードを選ぶ。 

AUTO ； カメラまかせで自動撮影する。 

PGM ： 露出（シャッタースピードと絞り）は本機び自動設定する。 

それながの設定は、；><ニューで設定する。 

SCN : あ5かじめ、撮影状況に合わせて用意された設定で撮該する。 

シーン 

SCN (シーンセレクシヨン）を設定する。 

EV 

露出を手動補正する。 

フ オー カス 

ピント合わせの方法を変更する。 

測光モード 

画面のどの部分で光を測るか(測光)を設定する。 

ホワイトバランス 

撮影場所の光の状況に合わせて画儘の色合いを調整する。 

ISO 

受光感度を調舊する。 

撮影モード 

連写を設定する。 

フラッシュレベル 

フラッシュの発光量を調節する。 

カメラ設定 

撮影機能に関する設定をする。 

再生時に使ラメニュー 

1亞（アルバム)/ 

見たいアルバムを時系列で検索したり、本機び自動で作成したアル 

己（フォルダ） 

バムを結合•分割する。 

面グ（画像管理） 

画像を削除したり、誤って消さないよラに保護(プ□テクト)する。 

を] (画像編集） 

画像を回転したり、画像のサイズを変更する。 

み （ラベル） 

画像にラベルを登録する。 

A (検熱 

画像を検索する。 

を旧刷） 

画像をプリントする。 

り（スライドシヨー） 

スライドショー（連続再生)を設定する。 

泣! （インポート）/ 

"六モ U —スティックデュオ"の画像をアルバムにコピー（インポー 

吐 （エクスポート） 

トルたり、アルバム画像を";><モリースティックデュオ"に〕ピー 
(エクスポート)する。 

〇 (註細情報表示） 

選択している画儘の詳細データを表示する。 
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パソコンをほって、付属のソフトウエアを活用する 


ソフトウェアの詳しい使いかたについては、「サイバーショット八ンドブック （ PDF )」 
または、ヘルプをご覧ください。 


「Album Editor 」 

本機で撮影した画像を編集し、より検索 
しやすくするために 「Album Editor 」 び 
収録されています。 

「Album Editor 」 をご利用されると、次 
のことびでをます。 

• アルバムに名まえを付ける 
• アルバムを結合•分割する 
• 画像にコメントを付ける 
• アルバムや画像のプ n パティ編集 
• 画像のパソコンへのコピー 
• パソコンの画像を本機に取り込む 
• 検索情報を付ける 

• 本機のデータをすべてバックアップずる。 
カメラ内のデータび破損したとさのために、定期 
的にバックアップすることをおすすめします。 

• バックアップした時点でのデータに復元ずる。 


ヘルプを起動するには、[スタート]-- 
[すべてのプ□グラム ] (Windows 
2000では[プ□グラム])-^に ony 
Picture Utility ] —► [ヘルス ー [Album 
Editor ] の順にク U ックします。 

I 「Album Editor 」 を起動/終了ずるには 
起動ずる 

ヴイノ f ーシヨツトステーシヨンの 

CONNECT ボタンを押す。 

格了ずる 

画面ち上の[因]ボタンをク U ックする。 


[Picture Motion Browser 」 

本機で撮影した静止画や動画をより 
いっそラご活用いただ < ために、 
「Picture Motion 目 rowser 」 び収録され 
ています。 

「Picture Motion Browser 」 をご利巧さ 
れると、次のことがでをます。 

• パソコンにある画錄を、撮該曰ごとにカレン 
ダー上に整理して、閲覧できます。 

• 静止画の補正、印刷、メール送信、撮影曰時の 
蜜要などの活用びでさます。 

ヘルプを起動する口ま、[スタート]-•■[す 
ベてのプ□グラム ] (Windows 20日0では 
[プ□グラム])一 [Sony Picture Utility ] 
—► [ヘルス ー [Picture Motion 
Browser ] の順にク U ツクします。 


I 「Picture Motion Browsed を起動/ 
終了ずるには 
起動ずる 

デスクトップ上の [Picture Motion 
Browser ] をダブルク U ックする。 
スタートメ ニューから 起動するとをは、 
[スタート]—[すべてのプ□グラム] 
(Windows 2000では[プ□グラム])一 
[Sony Picture Utility ] [Picture 
Motion 目 rowser ] の順にク U ックする。 

お了ずる 

画面ち上の[因]ボタンをク U ックする。 





ワイヤレス LAN 機能を楽しむ 


本機は DLNA (Digital Living Network Alliance ) に対応しており、他の DLNA 対応 
機器とワイヤレス LAN での接続び巧能です。さらに詳しい使いかたについては、「サイ 
バーシヨット八ンドブック （ PDF )」 をご覧ください。 

巧 dina 

CERTIFIED 


DSC-G1 間で画像を交換ずる 

アクセスポイントを経由しないで、 DSC - G 1 間で直接、通信を行います(アドホック 
モー ド )。 

WLAN ボタンを同時に押すことにより、ネットワーク接続び始まります。 

コラボショット 

カメラで撮影した画像を 、 WLAN (ワイヤレスネットワーク）経由で接続しているカメ 
ラに自動的に送ります。画像の共有は4台間で巧能です。 

ピクチャーギフト 

カメラに保存している画像を 、 WLAN (ワイヤレスネットワーク）経由で接続している 
カメラと交換することびできます。 

送る側が画像を選んだ時点で、取得する側のインデックス表示領域に画像び表示され 
ます。 


画像を公開ずる 

アクセスポイントを経由して、本機をネットワークに接続します（インフラストラク 
チャーモード)。 

本機は DLNA 1.0 に準拠しており、 DLNA 接続できるテレビであれば、ケーブルで接続 
しなくても、アクセスポイント経由でテレビで本機の画像を見ることび巧能です。 
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音楽を聞 < 

内蔵メモリー内の MP 3 ファイルを再生でをます。 

さ5に詳しい使いかたについては、「サイバーシヨット八ンドブック （ PDF )」 をご覧く 
ださい。 


本機に音楽を取り込む 

r マイミュージック」に保存された音楽ファイルを取り込む例を説明します。 

1 本機とパソコンを接続し、 CONNECT ボタンを押す。 

2 [スタート] —* ■[マイミュージック]をク U ック。 

「マイ S ュージック」フォルダの内容び表おされる。 

3 コピーしたい音楽ファイルをちク U ックしてゾニューを表示し、[コピー]をク I 」ック。 

4 [マイコンピュータ] 一 [ U ムーバブルディスク] 一 [ MUS に]の順にダブルクリック。 
次に、もク U ックでメニューを表示し、[貼り付け]を選ぶ。 

「 MUSIC 」 フォルダに音楽ファイルびコピーされる。 

•本機では MP 3 ファイル形式でのみ対応しております。 ATRAC 3 および ATRAC 3 plus には対応し 
ておりません。 


音楽を再生ずる 

1 HOME ボタンを押し、の](ミュージック）一[。音楽プレー巾一]をコント□-ルボ 
タンで選び、中央を巧す。 

プレーヤー画面び表示される。 

2 コント□ールボタンの中央を押す。 

再生び始まる。 

ボタン操作を無効にずるには 

そボタンを押す。 

一時停止ずるには 

コント□ールボタンの中央を押す。 

前の巧にずる/次の巧にずるには 

コント□ールボタンを左ちに動かす。 

音量を調節ずるには 

コント□ールボタンを上下に動かして音量を調節する。 
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画面の表示 


I 静止画撮影時 
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撮露/再生可能時囲と枚数 


バッテリー使用時間と撮影/再生枚数 


下の表は撮影モードを[画)](通常撮影） 
にし、満充電したバッテリー（付属)で 
温度25での環境で使用した場合の目安 
です。ご使用の状況によって記載より少 
ない数値になる場含びあります。 

• 使用回数や経年蜜化により、バッテ1」一容量は 
低下します。 

• 次のよラな場合は使用時間と撮影/再生枚数 
は、表示よりもかなくなります。 

一 周囲び低温のとさ 
-フラッシュ多用時 
一 電源の入/切を繰り返したとさ 
ー ズームを多用したとさ 
一 LCD バックライトを明るくしているとき 
- [AF モー问び[モニタリング]のとき 
一 [手ブレ補正]び[常時]のとを 
ー バッテI」一の容量びお下したとさ 
ー ネットワーク接続時 


I 静止画再生時 


I 再生枚数 I 

I 使用時間 I 

I 約400日枚 I 

約2日日分 I 


• 約3秒ごとにシングル画面で順まに再生した 

数値。 

I 動画撮影時 

使用時間 

約110分 

• 画像サイズび巧 20] で連続撮語した数値。 


I 静止画撮影時 


I 撮影巧数 I 

I 使用時間 I 

[ 約280枚 I 

約140分I 


• 撮影時の数値は政下の設定で撮穀した数値。 

- [AF モー问：[シングル] 

-[手ブレ補正]:[撮霖時] 

-30 秒ごとに1回撮影 
-1回ごとにズームを W 側、下側に交互に いっ 
ぱいにする 

- 2回に一度、フラッシュを発光ずる 
-1日回に一度、電源を入/切する 
• 測定方法は CIPA 規格による。 

(CIPA： カメラ映像機器工業を、 Camera & 
Imaaing Products Association) 

• 画像ヴイズによって撮影枚数/使用時間び変化 
することはありません。 
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静止画の記録可能枚数と動画の記録時間 

記録枚数/時間は撮影状況によって異なる場含びあります。 

• 画像サイズについては、15ページをご覧くださし、。 

I 静止画の記録枚数の目を 


(単位：枚) 


\容量 

サィみ \ 

内蔵 

メモリー 

本機でフォーマットした"メモリースティックデュオ" 

拥 2 お 

I 128MB 

! 256MB 

! 512MB 

: 1GB 

2GB 

I 4GB 

I 8GB 

6M 

631 

43 

77 

157 

322 

660 

1305 

2617 

3:2 

631 

43 

77 

157 

322 

660 

1305 

2617 

3M 

117 巨 

82 

149 

302 

巨 17 

1266 

2501 

5017 

2M 

1846 

134 

238 

484 

988 

2025 

4002 

8028 

VGA 

7502 

791 

1430 

2906 

5930 

12155 

20005 

20005 

16:9 

1846 

134 

238 

484 

988 

2025 

4002 

8028 


• 撮影モードび[@ (通笛撮該)のとさの枚数。 

• 静止画の撮穀残枚数び9999枚より多いときは、「>9999」と表示されます。 
• 撮影した画像サイズをあとで変更できます （[K (画像編集)、23ページ)。 

I 動画の記録時間の目ま 


俾位：時：分：秒) 


、、容量 

サィタ 

内蔵 

メモリー 

本機でフォーマットした"メモリースティックデュオ" 

約 2GB 

128MB 

256MB 

512MB 

1GB 

2GB 

4GB 

8GB 

640X480 

1:32:30 

0:05:50 

0:10:50 

0:22:10 

0:45:30 

1:33:40 

3:05:10 

6:11:40 

320X240 

5:15:40 

0:20:30 

0:37:20 

1:16:10 

2:35:40 

5:19:30 

10:31:40 

21:07:10 


• 1回の撮影で記録でさる時間は2時間までです。 

• 当社の従来モデルで撮該した画像を再生ずると、実際の画像サイズと異なって表おされる場合びあり 
ます。 

• 容量は、 1 GB を10億バイトで計算した場合の数値です。また管理用ファイルなどを含むため、実際使 
巧でをる容量は若干減かする場合があります。 

• ■! つの動画ファイルは約 2 G 目で制限され、連続記録中のファイルサイズび約 2 G 目になると、自動的に 
記録び終わ0ます。 
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巧障かな？とおった 5 

困ったときは、下記の流れに従ってください。 



[© テクニカルインフオメーシヨンセンターに電話で問い合わせる（裏表紙)。 


•内蔵メモリーや BGM 機能を搭載した機種を修理に出した場合、それ6の内容を確認 
させていただく場合びあります。あ5かじめご了承ください。 


バッテリー • 電源 


本機にパ’ッテリーを入れ 5 れない。 

•バッテリー取りはずしつまみを押しなびら、正しい向きに入れる （7 ページ)。 


電源び入 5 ない。 

•バッテ1」一び正しく取り付けられているか確認する （7 ページ)。 

•バッテリーび消耗しています。充電されたバッテリーを取り付ける (9 ページ)。 
•バッテ U —の寿命です。新しいバッテ U —と交換する。 

•推奨バッテ U - をお使いください (6 ぺージ)。 

• レンズカバーび開ををっていない。「カチッ」といラまで開く。 


電源び切れる。 

• 操作しない状態び3分しソ上続くと、バッテ U —の消耗を防ぐため、自動的に電源び切れる。 

電源を入れ直す （11 ページ)。 

•バッテリーの寿命です。新しいバッテ IJ 一と交換する。 


31 


















バッテリーの残量表示び正しくない。 

•温度び極端に高いまたは低いところで使巧していると去の現象です。 

• 残量表示と実際の残量にズレび生じています。バッテ U —を一度使い切ってから巧電する 
と正しい表示に戻ります。 

•バッテ U —び消耗しています。充電されたバッテ U —を取り付ける (9 ページ)。 

•バッテ U —の寿命です。新しいバッテ U —と交換する。 


静止画/動画を撮る 


撮影できない。 

• 巧蔵方モ U —または"メモ U —スティックデュオ"の空を容量を確認する (3 日ページ)。 
いっぱいのとさは、下記のいずれかを行ラ。 

一 不要な画像を削除する （16 ページ)。 

-"メモ U —スティックデュオ"を交操する。 

•アルバム画像を内蔵;><モ|」一に記録するため、空を容量びある"六モ U —スティックデュ 
才"を使っても、内蔵メモ U —の容量びない場合は撮該でをません。内蔵メモ U —の不要な 
画像を削除する。 

• モ U —スティックデュオ"の誤消ま防止スイッチを解除する。 

• フラッシュ巧電中は撮影でさません。 

• 静止画/動画撮慕の設定び正しくで去ていない。 n/a (新画/静止画)切り換えボタンで 
モード設定する。 


撮影日時を画像に挿入できない。 

•本機には画像に曰付を挿入する機能はありません。プ U ント時には曰付を入れて印刷ずる 
ことびでをます。 


画像を見る 


再生できない。 

• Mass Storage 接続でパソコンから本機に画儘をコピーしたため、アルバム画债び存在し 
ていない。[画像読み込み]じ日ページ)を行ラ。 

•パソコンでフオルダ/ファイルの名前を蜜要したためです。[画儘読み込み] (2 日ページ） 

を行って< ださい。 

•パソコンで画像を加工したファイルや、本機ながで撮影した画儘は本機での再生はイ呆証い 
たしません。 

• US 巨モードになっています。 USB 接続を終了する。 
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使用上のごを意 


I 使巧/な管してはいけない場所 

• 異常に高温、低温、またはを湿になる場所 
炎天下や夏場の窓を閉め切った自動車内は特 
に高温になり、放置すると変あしたり、故障し 
た0することびおります。 

• 直射日光の当たる場巧、熱器具の近く 
変色したり、変あしたり、故障したりずること 
があ0ます。 

•激しい振動のある場巧 
• 強力な磁気のある場戸斤 
• 砂地、砂浜などの砂ぼこりの多い場所 
海辺や砂地、あるいは砂ぼこりび起こる場所な 
どでは、砂びかからないようにしてください。 
故障の原因になるばかりか、修理でさなくなる 
ことちあります。 

I 持ち運びについて 

ズボンやスカートの後ろポケットに本機を入れ 
たまま、椅モなどに座らないでください。故障や 
破損の原因になります。 

■お手入れについて 

液晶 画面ををれいにずる 

液晶画面に指紋やゴミび付いて巧れたとさは、 
液晶ク1」ー ニン グキット(別売)を使ってされい 
にすることをおすすめします。 

レンズををれいにずる 

レンズに指紋やゴ S び付いて巧れたとさは、柔 
5かい布などを使ってきれいにすることをおす 
すめします。 

表面ををれいにずる 

水やめるま湯をかし含ませた柔らかい布で軽く 
巧いたあと、からぶさします。本機の表面び蜜質 
したり塗装びはげたりずることがあるので、な 
下はご使用にならないでください。 

• シンナー、ベンジン、アルコール、化学ぞラき 
ん、虫除け、日焼け止め、殺虫剤のよラな化学 
雲品類 

• 上記び手についたまま本機を扱ラこと 
• ゴムやビニール製品との長時間の接触 

I 動作温度にごま意ぐださい 

本機の動作温度は約0で〜40ごでず。動作温度 
範囲を越える極端に寒い場所や暑い場所での撮 
影はおすすめでさません。 


【結露について 

結露とは、本機を寒い場巧から急に暖かい場所 
へ持ち込んだとをなどに、本機の巧部や外部に 
水滴び付くことです。この：!犬態でお使いになる 
と、故障の原因になります。 

結露が起をたとをは 

電源を切って結露びな<なるまで約1時間放置 
し、結露びなくなってか日ご使用ください。特に 
レンスの内側に付いた結露び残ったまま撮影す 
ると、されいな画像を記録でさませんのでご注 
意ください。 

I 内蔵の巧電式パックアップ電池に 
ついて 

本機は日時や各種の設定を電源の入/切に関係な 
く保持するために充電式電池を内蔵しています。 
充電式電池は本機を使用している限0常に充電 
されていますが、使ラ時間び短いと徐々に放電 
し1か月程度まったく使わないと完全に放電し 
てしまいます。充電してから使用してください。 
ただし、充電式電池び充電されていない場合で 
を、日時を記録しないのであれば本機を使ラこ 
とびでさます。 

内蔵の充電式/ くックアップ電池の充電方法 

本機に充電された(ッテリーを入れるか、 AC アダ 
プターとサイバーショットステーションを使って 
コンセントにつないで、電源を切ったまま24時間 
切上放置する。 

1" メモリースティックデュオ"を廃棄/ 
譲渡ずるとさのごま意 

本機やパソコンの機能による r フォーマット」や 
r 削除」では、"メモ U - スティックデュオ"巧の 
データは完全に消まされないことがあ0ます。 
‘方モ U —スティックデュオ’を譲渡ずるとさ 
は、パソコンのデータ消去用ソフトなどを使っ 
てデータを完全に消去ずることをおすすめしま 
す。また"六モ U —スティックデュオ"を廃棄す 
るときは、"メモリースティックデュオ"本体を 
物理的に破壊することをおすすめします。 
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巧をのために 

EH AA 


一 4ページをあわせてお読みください。 

下記のま意事項を守らないと、 乂災、大けび や 死亡に 
いたる危害が発生することがあります。 


分解や改造をしない 

乂がや感電の原因となります。内部点 
検や修理はテクニカルインフオメー 
シヨンセンターにご依頼くださレ。 


分角?禁止 


内部に水や異物(金属類や燃 / r \ 
えやすい物など)を入れない ゾ 

火が、感電の原因とな0ます。万一、水 
や異物び入ったとさは、すぐに電源を切 
D 、 電池を取0出してください。 AC ア 
ダプターやバッテ U — チャージャーな 
どをコンセントから振いて、テクニカル 
インフオメーシヨンセンターにごネ目談 
<ださい。 


運転中に使用しない 

自動車、オートバイなどの運転をしな 
びら、撮影、再生をしたり、液晶画面 
を見ることは絶対おやめください。交 
通事故の原因となります。 


0 

禁止 


撮影時は周囲の状況にミ主意をはらラ 

周囲の状況を把握しないまま、撮影を 
行わないで<ださい。事巧やけびなど 
の原因となります。 


0 


指定攻がの電池、 AC アダプター、 
バッテリーチャージャーを使わない 

乂がやけびの原因となることがあり 
ます。 


0 

禁止 


機器本巧や付属品、記録メディアは 
乳幼巧の手の届く場所に置かない 

電池などの付属品や"メモ1」ース 
ティック"などを飲みこむおそれびあ 
ります。乳幼おの手の届かない屬所に 
置さ、お子様びさわらめようご注意く 
ださい。万一飲みこんだ場合は、直ち 
に医師にネ目談してください。 


0 

禁止 


電源コードを傷つけない 

熱器具に近づけたり、加熱したり、加 
エした D すると火がや感電の原因と 
なります。また、電源コードを抜くと 
きは、コードに損傷を与えないように 
必ずプラグを持って抜いて < ださい。 

可燃性/爆発性ガスのある場 
所でフラッシュを使用しない 


フラッシュ、 AF イルミネーターなど 
の撮影補助光を至近距離で人に向け 
ない 

• 至近距離で使用ずると視力障害を 
起こず可能性びあります。特に乳幼 
おを撮影するときは、 1 m な上はな 
れて < ださい。 

• 運転ちに向かって使巧すると、目がく 
らみ、事巧を起こす原因とな D ます。 

ワイヤレス機能ご使用上のミち意 

む臓ぺースメーカーの装着部位 
から 22 cm LU 上離して使用する 

電波に よ D ぺースメーカーの 動作に 
影響を与えるおそれびあ D ます。 

病院などの医療機関内、医療 
用電気機器の近くではワイヤ 
レス機能を使用しない 

電波び影響を及ぼし、誤動作による事 
故の原因となるおそれびあ D ます。 

航空機内ではワイヤレス機能 
を使用しない 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事 
故の原因となるおそれびあ0ます。 


0 

禁止 

0 

禁止 

0 

禁止 


〇 

指巧 

0 

禁止 


0 


電池やショルダーベルト、ス 
トラップを正しく取0付ける 

正しく取り付けないと、落下によりけ 
びの原因となることびあります。 

また、ベルトやストラップに傷びない 


〇 

指示 


本製品を使用中に他の機器に 
電波障害などび発生した場合 
は、ワイヤレス機能の使用を 
中止ずる 

電波び影響を及ぼし、誤動作による事 


〇 

指示 


か使巧前に確認してください。 


故の原因となるおそれびあ0ます。 
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齡ミ主意 I 底 A 

义災 感電 


下記のを意事項を守らないと、 けび や 財産に 損害を 
与えることびあります。 


水滴のかかる場所など湿気の 
をい場所やほこ0、油煙、湯気 
のをい場巧では使わない 

火災や感電の原因になることがあ0 
ます。 


0 

禁止 


めれた手で使用しない 

感電の原因になることびあ0ます。 


(§) 

めれ手禁止 


不ま定な場所に置かない 

ぐらついた台の上や傾いた巧に置い 
たり、不安定な状態で兰脚を設置する 
と、製品び落ちたり倒れたりして、け 
がの原因となることびあ0まず。 

コード類は正しく西日置ずる 

電源コードやバソコン接続ケープル、 
A / V 接続ケープルなどは、思こ引っ掛 
けると製品の落下や転倒などにぶ D 
けがの原因となることがあるため、充 
分注意して接続 • 配置してください。 

通電中の AC アダプター、 

バッテリーチヤーシヤー、巧 
電中の電池や製品に長時間ふ 
れない 

長時間皮膚び軸れたままになってい 
ると、低温やけどの原因となることび 
友0ます。 


0 

禁止 

〇 

指示 

0 

禁止 


使用中は機器を巧で覆ったり 
しない 

熱びこちってケースび変形したり、火 
災、感電の原因となることびあ D ます。 


0 

禁止 


長期間使用しないとをは、電 
源をはずず 

長期間使用しないとさは、電源プラグ 
をコンセン ト からはずしたり、電池を 
本体からはずして保管してくださし、。 
火災の原因となることびあります。 


€ 

つラグをコン 
セントカ'ら巧く 


フラッシュの発光部を手でさ 
わらない 

フラッシュ発光部を手で覆ったまま 
葬光しなレで < ださし、発光後ち発光 
部に手を轴れないでください。やけど 
の原因となります。 


0 

禁止 


レンズや液晶画面に衝撃を与 
えない 

レンズや液晶画面はガラス製のため、 
強い衝撃を与えると割れて、けびの原 
因となることびあります。 


0 

禁止 


電池やが属品、記録メディア、 
アクセサリーなどを取0はず 
ずときは、手をそえる 

電池や’’メモ|」ースティック’などび 
飛び出ずことびあり、けびの原因とな 
ることびあ D ます。 


〇 
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電池についての 
安を上のご注意とお願い 


漏液、発熱、発火、破裂、誤飲に よる大けび や 
やけど、 火災などを避けるため、下記のを意事項 
をよくお読みください。 


危険 I 

• 乾電池型巧電式電池.バッテリー 禁止 

パックは指定されたバッテ U - 
チャージャ—凹外で巧電しない。 

• 電池を分賴しない、乂の中へ入れな 
し、、電モレンジやオーブンで加熱し 
なし、 

• 電池を火のそばや炎天下、高温に 
なった車の中などに巧置しない。こ 
のよラな場所で巧電しなし、。 

• 電池をコインやヘアーピンなどの 
金属類と一緒に携帯、保管しない。 

• 電池を水 • 海水 • 牛乳 • 清涼飲料水. 

石験水などの液体でめらさない。め 
れた電池を充電したり、捷巧した0 
しない。 


A 警告 

電池を A ンマーなどでたたいたり、 
踏みつけたり、落下させた D ずるな 
どの衝撃や力を与えなし、。 

アルカリ電池/ニッケルマンガン電 
池は巧電しない。 

外装シールをはびした D 、 傷つけた 
D しなし、外装シールの一部また 
は、すべてをはがしてある電池や破 
れのある電池は絶対に使巧しなし、。 


应注意！ 

• 電池は、+、一を確かめ、正しく入れ 
る。 

• 電池を使い切ったとさや、長時間徳 
巧しない場合は機器か日取り出し 
てお<。 

• 新しい電池と使用した電池、種類の 
違う電池は混ぜて使わない。 


0 

禁止 


〇 

指で 


0 


お願い 


U チウムイオン電池とニッケル水素電池はリサ 
イクルできます。不要になったこれらの電池は、 
金属部分にセ□バンテープなどの絶緑テープを 
P ぶって充電式電池 I 」サイクル協力店へお持ちく 
ださい。 

鎮 鎮 

Li-ion Ni-MH 

U チウムイオン電池 ニッケル水素電池 

巧電式電池の収集-リサイクルおよびリサイクル 
協力店については 

有限責任中間法人 JBRC ホームページ 
http://www.jbrc.net/hp/contents/inaex.html 
を参照してください。 
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保証書とア フターヴー ビス 


I 記録内容の補償はでをません 

万一、デジタルスチルカメラや‘方モリース 
ティックデュオ"などの不具合などによ0記録 
や再生されなかった場合、記録内容の補償につ 
いては、ご容赦ください。 

I 保証書は国内に限5れていまず 

このデジタルスチルカメラは国内仕様です。外 
国で万一、事故、不具合び生じた場合の現地での 
アフターサービスおよびその費用については、 

ご容赦 < ださい。 

(保証書 

• この製品には保証書び濡付されていますので、 
お買い上げの際お買い上げ店でお受け取りく 
ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめの 
上、大切に保をしてください。 

I アフターサービス 

調子び悪いとさはまずチェックを 

"故障かな？と思ったら"の項を参考にして故障 
かどラかお調べください。それでを具合の悪し、 
ときはテクニカルインフオメーシヨンセンター 
にご相談ください屬表撇。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただ 
きます。詳しくは保証書をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望 
によ0有料 f 度理させていたださます。 

部品の交換について 

この商品は修理の際、交換した部品を再生、再利 
用する場合びあります。その隙、交換した部品は 
回収させていたださます。 


部品の巧有期間について 

当社はデジタルスチルカメラの補修用性能部品 
(製品の機能を維持するために必要な部品)を製 
造打ち切り後7年間保ちしています。この部品 
保有期間び経過したあとち、故障箇所によって 
はイ度理可能の場合びあ0ますので、テクニカル 
インフォ;^ーシヨンセンターにご相談ください 
(裏表紙)。 

修理をお受けになる前に 

内蔵メモリーのバックアップをお取りください。 
修理によってデータび消去または変更された場 
合、記録内容の保障についてはご容赦ください。 
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まな仕様 


本巧 

[システム] 

撮儘素テ： 7.18 mm (1 に.日型）カラー CCD 原色 
フィルター 

総画素数：約6183 000画素 
カメラ有効画素数：約6 003 000画素 
レンズ：力ールツァイスバリオ•テッサー 3倍ズー 
ムレンズ f =6.33 〜19.0 mm (35 mm カメラ 
換算では38〜114 mm )、 F 3.5 〜 4.3 
露出制御：自動、シーンセレクション （10 モード） 

ホワイトバランス：才 ー ト、 太陽光、曇天、壁光灯、電 
球、フラッシュ 
記録方式 (DCF 準拠）： 

静止画： Ex け Ver . 2.21 JPEG 準拠、 DPOF 対応 
動画： MPEG -4 準拠(ステレオ） 

記録メディア：内蔵メモ U - 約2 GB 、 ‘メモ U - ス 
ティックデュオ’ 

フラッシュ：撮影範囲 ( ISO 感度(推奨露光指数)び 
才ートのとを) 0.1 〜 2.8 m ( W )/0.25 〜 2.2 m 
の 

[入出力端子] 

マルチ接続端モ 

USB 通信： Hi-Speed USB (USB 2.0 準拠） 

0 (へッドホン)端モ：ステレオミニジャック 

[お晶画面] 

液晶；くネル： 8.8 cm (3.5 型） TFT 駆動 
総ドット数： 921000 (1 920 X 480) ドット 

[電源 • その他] 

電源：リチャージャプルバッテリーバック NP - FR 1、 
3.6 V 

AC アダプター AC-LS5、4.2 V 
消費電力(撮影時）： 1.7 W 
動作温度： 0 〜 40 C 
保を温度: -20- +60 °C 
外形寸法：撮影時 

1 13.8 X 71 .7 X 25.3 mm (幅X高さ X 奥行き、 
突起部を除 <) 

再生時 

93.3 X 71 .7 X 25.3 mm (幅 x 高さ X 奥行き、 
突起部を除く） 

本体質量：約238 a (バッテ U - NP - FR 1、 リストス 
トラップなど含む） 

マイク□ホン：ステレオ 

スピーカー：モノラル (へッ ドホン(別売）：ステレ 
才） 

Ex け Print :対応 

PRINT Image Matching III :対応 
PictBridge :対応 


サイ バーシヨ ットス テーシヨン UC-GA 

[入出力端子] 

A / V 0 UT ( STEREO ) 端モ(ステレオ）：ミニ ジャッ 
ク 

映像出力、音声出力(ステレオ） 

か USB ) 端テ： mini-B 
USB 通信： Hi-Speed USB 
(USB 2.0 Hi - Speed 準拠） 

DC IN 端子 
力; < ラ接続端モ 

AC アダプター AC-LS5 

定格入力： AC 100 V 〜24日ん50/60 Hz . 11 W 
定格出力 ： DC 4.2 V * 

* その他の仕様については AC アダプ 
夕一のラベルをご覧 < ださい。 

動作温度：日〜+40ご 
保存温度：一20〜+60で 
列■形寸法：約48 X 29 X 81 mm 

(幅 X 高さ X 奥行き、突起部を除< ) 

本体質量：約13日 g (本体のみ） 

リチャージャブルバ•ッテリーパック 
NP-FR1 

使巧電池： U チウムイオン蓄電池 
最大電圧 ： DC 4.2 V 
公称電圧 ： DC 3.6 V 
容量： 4.4 Wh (1 220 mAh ) 

本機や付属品の仕様および列観は、改良のため予告 
なく変更することびありますび、ご了承ください。 


商標に ついて 

• Cyber-shot はソニー株式会社の商標です。 

• “Memory Stick "、 ’’メモ U —スティック’、 

、 "Memory Stick PR 0\ "メモ U — スティック 
PRO ’、 Memory Stick PRD 、 ‘Memory Stick 
Duo "、 ‘メモ U — スティックデュオ"、 

Memory Stick Du 日、 "Memory Stick PRO 
Duo "、 "メモ U - スティック PRO デュオ"、 

Mem 日 RY Stick PRD Du 日 ' " MagicGate " 、 ‘. マ 

ジックゲードおよび M 八 G に Gate は 
ソニー株式を社の商標です。 

• "InfoUTHIUM (インフォリチウム)’はソニー株 
式会社の商標です。 

• ATRAC 3、 ATRAC 3 plus はソニー株式を社の登録 
商標です。 

• Microsoft 、 Windows , DirectX は、米国 
Microsoft Corporation の米国およびその他の国 
における登録商標です。 
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Macintosh、Mac OS 、 iMac 、 iBook 、 
PowerBook、Power Mac、©Mac は Apple 
Computer , Inc . の登録商標または商標でず。 
Intel . MMX 、 Pentium は Intel Corporation の登 
録商標または商標です。 

Google は Google Inc . の登録商標です。 

その他、本書に記載されているシステム名、製品名 
は、一般に各開謂メーカーの登録商標あるいは商 
標です。なお、本で中には TM 、® マークは 明記して 
いません。 


ライセンスに関ずる注意 

本製品は 、 MPEG LA , LLC . びライセンス活動 
を巧っている MPEG -4 VISUAL PATENT 
PORTFOLIO UCENSE のもと、次の用途に限 
りライセンスされています。 

の消費者び個人的、非営利の使用目的で、 

MPEG -4 Visual 規格に合致したビデオ信号 
(政下、 MPEG -4 VIDEO と言います）にェン 
コードすること。 

(り） MPEG -4 VIDEO (消費者び個人的に非営利 
目的でェン〕ードしたもの、もしくは MPEG 
LA よりライセンスを取得したプ□バイダー 
びェンコードしたをのに限られます）をデ 
コードすること。 

なお、その他の用途に関してはライセンスされ 
ていません。プ□モーション、商業的に利用する 
ことに関ずる i 羊細な情報につさましては、 

MPEG LA , LLC . のホームぺージをご参照くだ 
さし、。 

本製品には、弊社びその著作権者とのライセン 
ス契約に基づさ使巧しているソフトウェアであ 
るに Library 」、「 Expat 」、「 zlib 」、 flibjpegj , 
「Wireless software 」 び搭載されております。 
当該ソフトウエアの著作権者様の要まに基づき、 
解社はこれ!3の内容をお客様に通巧ずる義務び 
あります。 


ライセンス内容に関しては、同捆 CD - ROM に記 
載されていますので、政下に示ず方法にした 
びって、内容をご一読くださいますよラ、よろし 
<お願い申し上げます。 

CD - ROM の 「 License 」 フォルダにある 
riicensel . pdf 」 をご覧くださし 、。 rc Library 」、 
「 Expat 」、「 zlib 」、 riibjpeg」、[Wireless 
software 」 の記載煤文)び収録されています。 

GNU GPL / LGPL 適用ソフトウエアに 
関ずるお知6せ 

本製品には、政下の GNU General Public 
Licence (し: TFrGPU とします)または 
GNULesser General Public Licence (似下 
rLGPU とします)の適用を受けるソフトウエア 
び含まれております。お客様は GPL/LGPL の条 
件に従いこれらのソフトウエアのソースコード 
の入手、改変、再配布の権利びあることをお知ら 
せいたします。 

ソースコードは、 Web で提供しております。 
ダウン n — ドする際には、な下の URL にアクセ 
スしてください。 

http :// www . sony . net / Products / Linux / 

なお、ソースコードの中身についてのお問い合 
わせはご遠慮くださし、。 

ライセンス内容に関しては、同捆 CD - ROM に記 
載されていますので、し: TF におず方法にした 
びって、内容をご一読くださいますよラ、よろし 
<お願い申し上げます。 

CD - ROM の 「 License 」 フォルダにある 
nicense 2. pdf 」 をご覧ください。 「 GPL 」、 
rLGPU の記載换文)び収録されています。 

PDF をご覧になるには Adobe Reader ■び必要 
です。パソコンにインストールされていない場 
合には下記のホームページからダウン□ー ドす 
ることびできます。 
http :// www . adobe . com / 
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